
　魚雷搭載数4
　1×C35/91、1×C/06、
　2×G/6  1916.6まで
　4×G/06 1916.6の後 (U5、U6、U12：1914年8月使用可能）
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先任将校

（KMDT)

次席将校

全長：105フィート（32.1m） 速力：10.8ノット（水上） 乗組員：19

排水量：240トン 航続距離：800nm 合計建造数：3

 オーストリア軍SM U-5 Uボートは、保守が悪く換気が悪いた
め、とりわけ信頼性が低くかった。各遭遇の開始時に、機械的
又は医学的問題についてチェックするため、以下の表で1d6を
振る。：　　　　　　　　　　　１　機械的故障。戦闘不能。次の哨
戒ボックスへ進む。　　　　　　　　　２　兵員が「ガソリン昏睡」に
より影響を受ける。潜航戦闘不能。浮上戦闘は通常に発生し
得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３－６　全て順
調。通常に進む。
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